
備
中

l
 

藤
井
高
尚
（
小
繕）
が
鈴
の
屋
に
入
門
し
た
時
期
に
関
し
て、

本
居
宜
長

の
『
授
菜
門
人
姓
名
録
』
（
鈴
屋
門
人
録）
に
は、

究
政
五
年
（一
七
九
三）

．
の
条
の
末
尾
に、

山
崎
直
之
助
と
並
ん
で、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。

飯
野
郡
上
七
見
村

吉
紺
律
宮
社
人

®
は
渡
辺
重
名
の
手
控
本、
⑪
は
本
居
宜
長
記
念
館
所
蔵
の
追
加
本
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る。
な
お、

現
存
の
宜
長
自
策
本
r
授
菜
門
人
姓
名
録」
は、

寃
政
五
年
の
入
門
者
の
う
ち
山
脇
和
泉
ま
で
を
記
し
て、
以
下
は
す
ぺ
て
欠

け
て
お
り、
高
尚
の
名
を
そ
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い。

®
同

山
崎
直
之
助

源
義
知

藤
井
長
門
守

右
至
究
政
五
年

都
二
百
九
十
七
人
也

（
明
治
三
十
六
年
版
『
本
居
全
集
』
首
巻、
一
八
ペ
ー
ジ
）

®
（
同
飯
野
郡）
七
見
村
埠

い聞
虹
山
綺
直
之
助

右
至
寛
政
五
年
都
二
百
九
十
七
人
也

吉
湘
注
宮
社
人

。°•
藤
井
小
諾

高
尚

・
（
筑
摩
世
房
版
r
本
居
宜
長
全
集」
第
二
十
巷、
二
ごニ
ペ
ー
ジ
）

源
義
知

備
中

高
尚

こ
の
よ
う
に
高
尚
の
名
は
突
政
五
年
の
条
下
に
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が、
®
は
寃
政
五
年
当
時
の
応
尚
を
「
藤
井
長
門
守」
と
し
て
い
る
点
に
疑

義
が
あ
り、
⑪
は
「
右
至
突
政
五
年
都
二
百
九
十
七
人
也」
と、
こ
の
年
ま

で
の
入
門
者
を
締
め
く
く
っ
た
後、
い
わ
ば
寃
政
五
年
の
条
の
損
外
に
高
尚

を
掲
げ
て
い
る
の
が
不
審
で
あ
る。
ま
ず
®
に
つ
い
て
言
え
ば、

高
尚
が
長

門
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
寛
政
十一
年
五
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら、
こ

れ
は
井
上
通
泰
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に、
「
後
を
前
に
め
ぐ
ら
し

工

て
困
け
る」
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い。
こ
れ
に
対
し
て
⑪
の
方
は、
明

ら
か
に
高
尚一
人
を
後
か
ら
困
き
加
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う。
し

た
が
っ
て、

高
尚
の
鈴
の
塁
入
門
の
時
期
に
関
し、
こ
れ
を
r
授
菜
門
人
姓

名
録」
の
記
載
ど
お
り
寛
政
五
年
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は、
い
さ
さ
か
閲

四
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い。
従
来、

寛
政
五
年
入

門説
の
ほ
か
に、

同
七
年
入

門説
が
あ
り、
ま
た
十
四
歳
の
と
き
郷
里
を
出
奔
し
て
松
坂
に
至

り、
七
年
の
問
宜
長
に
就
い
て
学
ん
だ
と
い
う
伝
承
が、
近
時
あ
ら
た
め
て

でi

注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も、
根
本
只
料
と
見
な
す
ぺ
き
r
授
菜
門
人
姓
名

録」
の
柑
き
万
に、
こ
の
よ
う
な
疑
点
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た。

藤
井
高
尚
の

鈴
の
屋
入
門

—

本
居
宜
長
と
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
ー
|
_

工

藤

進

思

郎
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高

尚

槙
の一
戸
を
さ
ヽ
て
ぬ
る
夜
の
す
ヽ
し
き
に
か
た
ふ
く
月
の
枕
と
ふ
か
け

と
い
う
高
尚
の
歌
一

首
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

有
信
と
高
尚
の
二
人
に

限
っ

て
名
前
の
頭
に
注
記
を
付
し
て
い
る
の
は 、

岩
田
氏
の
苫
わ
れ
る
よ
う

五
月
十
一

日
殻
函

池
の
面
は
は
す
の
す
ゑ
栞
も
う
き
は
に
て
浪
そ
玉
し
く
五
月
雨
の
頃

有

侶

尾
張
因
和
且
之
人

舶

松

忠

兵

術

五
月
雨
に
池
の
み
か
さ
も
増
り
け
り
岸
の
ま
こ
も
の
見
え
ぬ
は
か
り
に

高

尚

吉
備
れ
宮
社
家

藤

井

小

U

池
水
の
あ
や
め
の
末
築
浪
こ
え
て
玉
も
に
ま
か
ふ
五
月
雨
の
こ
ろ

常

岳

真
菰
く
さ
い
つ
か
り
ぬ
ら
む
池
水
に
菜
末
も
み
え
ぬ
さ
み
た
れ
の
頃

の
よ
う
に
、

高
尚
の
詠
歌
を
含
む
五
首
が
採
録
さ
れ 、

次
に
「
同
日
探
図
」

と
し
て
十
三
首
を
掲
げ
て
い
る
中
に
も 、

大

平

池
五
月
雨

宜

晴
や
ら
ぬ
い
け
の
心
の
い
ふ
せ
さ
も
雨
る
に
み
ゆ
る
五
月
雨
の
こ
ろ

長

と
こ
ろ
で
そ
の
後 、

岩
田
隆
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
究
政
五
年
五
月
十

一

日
の
遥
照
寺
月
次
歌
会
の
記
即
は 、

高
尚
が
こ
の
日 、

松
坂
に
お
け
る
鈴

の
屋
一

門
の
歌
会
に
列
席
し
て
い
た
m
実
を
裏
づ
け
る
資
料
と
し
て
注
目
に

伯
す
る
。

す
な
わ
ら
本
居
宜
長
記
念
館
蔵
r
遥
照
寺
月
次
歌
集」

第
六
帖
に

よ
れ
ば 、

そ
の
「
窟
政
五
年
癸
丑
」

の
条
に

、

ま
ず

に
「
こ
の
両
名
が
遍
照
寺
会
に
お
い
て
は
初
の
訪
客
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
陵

す
る
も
の
」

で
あ
る
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
宮
え
ば 、

高
尚
が
当
日
の
探
四

に
応
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も 、

こ
の
歌
会
に
彼
が
実
際
に
参
会

し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
外
松
坂
に
は
町
家
家
中
と
も
本
居
翁
の
門
人
廿
人
計
有
之
候 。
一

日
歌
会
有
之
出
席
い
た
し 、

み
な
み
な
近
付
に
成
申
侯 。

し
か
し
大
平

よ
り
外
は
一

人
も
秀
候
者
な
く
初
学
に
御
座
候 。

大
平
と
は
入
魂
に
い

た
し 、

た
が
ひ
に
出
桁
い
た
し
候
て
翁
の
説
を
つ
ぎ 、

東
西
に
古
学
を

お
こ
し
可
申
と
、

約
を
な
し
申
快 ゜

こ
れ
は
松
坂
に
お
け
る
宜
長
と
の
初
対
面
を
終
え
て
淵
国
し
た
高
尚
が 、
．

そ
の
年
の
「
忍
中
」

、

岡
山
の
学
友
若
林
朴
介
に
宛
て
た
と
さ
れ
る
長
文
の

僭
師
の
一

節
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
稲
掛
大
平
と
分
け
も
っ
て
宣
長
の
学
問
を

継
ぎ 、

そ
れ
を
西
国
に
広
め
よ
う
と
す
る
高
尚
の
堅
い
決
意
の
ほ
ど
が
う
か

が
わ
れ
る
と
と
も
に 、

突
政
五
年
五
月
十
一

日
の
遥
照
寺
月
次
歌
会
に
関
し

て
も 、

「
一

日
歌
会
有
之
出
席
い
た
し
云
々
」

と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た 、

同
じ
甚
簡
に
お
い
て
宜
長
と
対
面
し
た

と
き
の
揆
様
を 、

松
坂
に
も
し
ば
ら
く
甜
留 、

日
々
参
侯
て
閲
学
専
要
之
儀
共
論
じ
侯
て

高
論
を
承
候 。

歌
文
京
の
儀
は
私
多
年
ね
り
候
所
甚
宜
と
被
賞
申 、

別

に
論
も
な
く
同
心
に
御
座
快
て 、

万
葉
家
の
古
体
を
好
は
あ
し
き
よ
し

被
申
候 。

神
代
紀
な
ど
論
じ
神
道
の
儀
は
大
に
益
を
得
申
候 。

尤
先
生

耳
遠
く
御
座
候
て
直
談
と
ど
き
か
ね
候
事
御
座
侯 。

こ
の
後
は
不
絶
箪
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音
信
到
来
板

諸
用
帳

四
冊

二
冊

．

ー

．

�

膳

膳

金
銀
入
帳

借
笞
苅
一
冊

談
を
以
古
魯
を
論
じ 、
古
学
を
中
国
に
ひ
ら
き
申
度
志
の
よ
し
申
候処

甚
被
悦
申
候 。
儒
に
お
そ
は
れ
候て
本
朝
の
道
う
づ
も
れ
候
事
な
げ
き

に
て 、
国
学
を
ひ
ろ
め
候
様
と
く
れ
ぐ
れ
被
申 、
約
を
な
し
怖
り
申
候 。

の
C
と
く
記
し 、
続
い
て

此
度
多
古
学
者
に
逸
申
候
へ
共 、
み
な
好
所
に
我
意
を
た
て 、
し
ゐ
た

る
論
い
ふ
人
多
御
座
候に 、
此
先
生
は
人
の
論
に
も
被
付
申 、
其
論
公

に
し
て
真
の
古
学
者・
真
の
神
道
家
に
御
座
候。
感
じ
申
候
て
此
翁
IC

随
身
仕
候 。

と
述
ぺ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば 、
こ
の
松
坂
訪
問
の
折
に
高
尚
が
立
長
に
「
随

身」
し
入
門
し
た
こ
と
は 、
も
は
や
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い 。
高
尚
の
鈴
の
展
入
門
の
時
期
を
め
ぐ
る
多
年
の
疑
念
は 、
岩
田
氏

に
よ
る
新
事
実
の
発
見
を
契
機
と
し
て、
こ
の
よ
う
に一
挙
に
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る 。

二

究
政
五
年
の
夏 、
高
尚
は
こ
う
し
て
念
願
の
鈴
の
屋
へ
の
入
門
を
果
た
し

た 。
時
に
高
尚
三
十
歳 、
官
長
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
が 、
そ
の
後
こ
の
二

人
の
間
に
は 、
ど
の
よ
う
な
師
弟
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か 。
宣
長

が
没
し
た
享
和
元
年
（
一
八
0
I

)

九
月
二
十
九
日
ま
で
の
八
年
余
に
わ
た

っ
て、
そ
の
経
緯
を
探
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
い 。

ま
ず
立
長
側
の
資
料
と
し
て、

天
明
八
年
し

文
化
四
年
秋

寛
政
七
年
正
月
？

享
和
元
年
九
月

究
政
七
年
正
月

i
和
元
年
九
月

一
冊

究
政
七
年
七
月
ー

文
化
五
年
春

諸
国
文
通
贈
答
井
認
物
拍

二
冊

寃
政
八
年
正
月
；

享
和
元
年
九
月

日
々
諸
用
事
相
一
冊

寃
政
十一
年
正
月
l

享
和
元
年
九
月

な
ど
の
緒
記
即
の
中
か
ら 、
高
尚
に
OO
す
ろ
記
事
を
抜
き
出
し、
年
次
別
に

整
理
し
て
掲
げ
る
と 、
次
の
と
お
り
で
あ
る 。
資
料
名
は
そ
れ
ぞ
れ
初
め
の

二
字
を
も
っ

て
示
し
た 。
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互

高
尚
は
稲
掛
大
平
に
宛
て
て
一
通
の
固
状
を
掛
き
送
っ
た。
そ
れ
に
は、
昨

夏
松
坂
で
世
話
に
な
っ
た
礼
を
述
ぺ
た
の
に
続
い
て、

こ
た
ひ
大
人
の
み
も
と
へ
も
せ
う
そ
こ
し
奉
り
て、
君
の
を
し
へ
た
ま

ひ
し
ま
に

ノ＼、
源
氏
物
語
の
う
ち、
い
ふ
か
し
み
お
も
ふ
ふ
し

く

を
と
り
い
て
A、
こ
と
ヽ
ひ
奉
り
ぬ。

と
あ
り、

椋
氏
物
語
中
の
疑
問
点
を
宙
き
出
し
て、
今
回
初
め
て
宜
長
の
も

と
へ
送
っ
た
由
を
報
じ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る。
涼
氏
物
語
に
関
し
て
高

尚
と
宜
長
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
録
は、

現
在
「
源
注
問
答」
と
図
さ
れ、

・

静
嘉
堂
文
印
Ic
ニ
冊
（
空
蜘・
タ
顔
二
巻
分
と
若
菜
上
・
下
二
巻
分）
、

水

木
直
箭
氏
蔵
本一
冊
（
初
音
？
蘇
裏
葉
十一
巻
分）
、

合
わ
せ
て
三
冊
の
自

筆
本
が
伝
わ
っ
て
い
ろ
が、
こ
の
と
き
送
り
届
け
た
の
が
ど
の
巻
々
Ic
oo
す

る
も
の
だ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い。
そ
れ
は
と
も
か
く、
究
政
六
年
三
月
六

日
付
の
高
尚
宛
宜
畏
柑
商
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
ln
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は、

源
氏
物
語
に
関
す
る
高
尚
か
ら
の
最
初
の
質
問
状
に、
宜
長
が
回
答
を
由
き

入
れ
て
実
際
に
送
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
よ
う。

御
状
相
達
致
拝
見
侯。
（
中
略）
誠
に
去
年
は
御
出`

始
て
得
貢
意
致

大
説
候。
其
後
も
御
状
被
下
侯
へ
共、

何
角
多
事
に
取
紛、

御
返
出
も

不
申、

御
無
音
申
候。

一、

源
氏
物
語
御
疑
問
井
御
詠
草、

此
度
致
加
箪
返
進
申
侯。
御
文
章

大
分
宜
候
て、
感
心
不
斜
候。
随
分
御
出
梢
可
被
成
候。

（
奥
山
宇
七
氏
屈
『
本
居
宜
長
翁
笞
簡
集
』
一
五
0
ペ
ー
ジ）

．
宜
長
は
こ
こ
で
「
源
氏
物
語
御
疑
問」
と
呼
ん
で
い
る
が、
け
だ
し
前
掲

の
「
僣
3
問」
寛
政
七
年
＋
月
十
八
日
の
条
に、

一、

藤
井
小
詔
双
竺
西

同
人
へ
か
へ
し

の
C
と
く
記
し
て
あ
っ
た
「
疑
問
二
fHl」
も、
源
氏
物
語
に
関
す
る
一
連
の

鉗
問
状
を
指
す
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い。
現
存
の
「
椋
注
閲
答」
第
二
冊

（
水
木
直
箭
氏
蔵）
の
う
ち、
蛍
の
巻
の
末
尾
に、

此
巻
に
は、

物
語
の
評
あ
る
所、
諸
抄
い
つ
れ
も
か
な
ひ
か
た
く
う

た
か
は
し
き
ふ
し

／＼
多
候
へ
と
も、
こ
れ
は、
お
と
ヽ
し
の
夏、

大
平
か
も
と
に
て
見
申
候
御
撰
の
紫
文
要
領
に、
御
説
詳
な
り
し
ゃ

う
に

党‘ゐ宙侯
故、
略
し
申
候、

紫
文
要
領
御
消
撰
に
相
成
申
候
は

は、
う
つ
し
度
御
伺
申
上
候、

紫
文
要
領
ハ
、
ハ
ル
カーー
先
年
ノ
著
ニ
テ、

也
ザ
マ
ナ
ド
ョ
ロ
シ
カ
ラ

ザ
ル
故
二
、
チ
カ
キ
ホ
ド
ニ
掛
改
メ
ン
ト
思
フ
也、
消
宙
セ
パ
早
々
印

刻
ス
ペ
キ
也、

（
筑
献
因
房
版
r
本
居
立
長
全
集」
別
巻一
、
三
七
三
ペ
ー
ジ、

傍

点
工
藤）

と
あ
ろ
の
に
よ
れ
ば、

寃
政
七
年
十
月
十
八
日
に
石
尚
へ
返
送
し
た
と
い
う

「
疑
問
二
冊」
中
の
一
冊
は、
こ
の

水木
氏
蔵
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い。

「
お
と
ヽ
し
の
夏、
大
平
が
も
と
に
て
見
申
候
御
撰
の
紫
文
要
領
に
云
」々
の

一
文
は、
寛
政
五
年
夏
の
松
坂
訪
問
の
折
の
こ
と
を
述
ぺ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る。

つ
い
で
に
言
え
ば、
宜
長
の
「
紫
文
要
領」
は
究
政
八
年
の
末
ま
で
に
改

稿
さ
m‘
r
源
氏
物
話
王
の
小
櫛」
一
の
巻
・
ニ
の
巻
と
し
て、
同
十一
年
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下
侯゚

（
『
本
居
立
長
翁
困
岡
集
』
三
一
ハ
ベ
ー
ジ）

五
月
に
刊
行
さ
れ
た。
宜
長
は
早
速、
同
宙一
部
を
高
尚
に
進
呈
し
た
が、

．．
究
政
十一
年
九
月
二
十
七
日
付
高
尚
宛
立
長
苔
簡
に
は、
そ
の
間
の
出
情
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。

尾
州
栢
松
忠
兵
衛
ら
至
の
を
く
し
さ
し
進
申
候
由、
足
も
早
ク
ん

栢松

へ
申
逍
四
候
処、
栢
松
ん
ハ
早
速
さ
し
進
申
候
由
不
承
候
二
付、
い
か

ヽ
ゃ
と
存
罷
在
候
所、
無
相
追
御
落
手
之
段、
致
安
心
候。
組
松
へ
も

右
之
段
可
申
辿
侯。
扱
右
玉
の
を
く
し
壱
部
ハ、
先
逹
而
御
序
文
を
被．

成
下
侯
故、
投
君
へ
進
上
之
筈
二
御
座
候
閻、
左
様
思
召
御
収
納
可
被

文
中
の
植
松
忠
兵
衛
は
名
を
有
信
と
い
い、
宜
長
の
若
柑
の
彫
刻
を
数
多

く
引
き
受
け
て
い
た
門
人
と
し
て
知
ら
れ
る。
彼
が
寛
政
五
年
五
月
十
一
日

の
退
照
寺
月
次
歌
会
に
列
席
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が‘
r
神
の

御蔭

の
日
記」
に
よ
れ
ば、
究
政
十
一
年
正
月
二
十
七
日
に
も
高
尚
は
名
設
屈
で

彼
に
会
っ
て
い
る。
そ
れ
は
と
も
か
く、
立
長
の
代
表
的
著
作
と
目
さ
れ
る

r
玉
の
小
搭」
全
九
巻
の
序
文
を、
入
門
後
ま
だ
日
の
浅
い
高
尚
に
執
筆
さ

せ
て
い
た
と
い
う
m
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
こ
の
一
事
に
よ
っ

て
も、
宜
長
が
高
尚
の
学
力
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に、
平
安
朝
文
学
に

造
詣
の
深
い
国
学
者
と
し
て、
そ
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
ろ
の
で
あ
る。

ま
た
高
尚
は
後
年、
こ
の
人
に
及
ぶ
者
な
し
と
称
さ
れ
る
和
文
の
大
家
に

な
っ
た
が、
宜
長
の
添
削
を
受
け
た
多
数
の
文
樅
類
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
は、

前
に
掲
げ
た
宜
長
の
諸
記
録
中、
高
尚
の
名
前
が
も
っ
と
も
頻
繁
に
見
受

け
ら
れ
ろ
の
は
究
政
十
一
年
（一
七
九
九）
で
あ
っ
た。
「
金
銀
入
帳」
．

『
音
信
到
来
帳」
・
「
借
苔
河」
な
ど
に
よ
れ
ば、
同
年
三
月
六
日、
高
尚

は
金
弐
分
の
祝
儀
と
短
冊
百
枚
を
宜
長
に
陪
る
と
と
も
に‘
r
古
m
記
伝」

第
二
十
一
巻
を
偕
り
て
い
る
が、
こ
れ
は
当
日
松
坂
に
沼
い
た
高
尚
が
鈴
の

品
を
訪
う
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い。
こ
の
二
度
目
の
松
坂
訪
問
に
つ
い
て、

寓
尚
の
紀
行
文
「
神
の
御
蔭
の
日
記」
下
の
巻
に
は、
ま
ず
次
の
よ
う
に
記

n

さ
れ
て
い
る。'

午
の
時
過
る
頃、
松
坂
に
い
た
る。
（
中
略）
や
が
て
鈴
の
屋
の
大
人

の
み
も
と
に
ま
ゐ
る
に、
け
ふ
は
こ
ヽ
ら
あ
し
く
お
は
す
よ
し、
ず
さ

の
い
へ
ば、
か
く
ま
ゐ
り
き
た
る
よ
し
申
て
よ
と
い
ひ
て
出
て、
大
平

の
も
と
に
ゆ
き
て
も
の
が
た
り
し
て
か
へ
る。

（
三
月
六
日）

鈴
の
屈
に
ま
ゐ
ら
ん
と
思
ふ
を
り
し
も、
此
わ
た
り
に
お
は
せ
し
た
よ

四

鈴
の
屋
入
門
後
に
お
け
る
高
尚
の
目
ざ
ま
し
い
梢
追
と、
そ
の
熱
意
・
文
オ

を
認
め
た
宜
長
の
懇
切
な
指
達
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
加
味
深

い。
な
か
で
も、

寛
政
七
年
三
月
頃
ま
で
に
成
っ
た
文
稿
四
十
八
章
を
収
め

る、

静
忍
堂
文
庫
所
蔵
の
r
文
章
草
稿」
二
冊
は、
全
体
に
わ
た
っ
て
宜
長

の
手
に
な
る
お
ぴ
た
だ
し
い
加
軍
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
点
で
注
目
さ
れ
る。

寃
政
七
年
十
月
十
八
日、
前
に
述
ぺ
た
「
疑
問
二
冊」
と
と
も
に、
宜
長
が

高
尚
の
も
と
へ
返
送
し
た
と
い
う
「
文
章
二
冊」
は、
静
嘉
堂
文
廂
に
現
存

す
る
こ
の
E
文
章
翠
稿」
二
冊
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。
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り
と
て、
や
ど
り
を
と
ひ
来
ま
せ
り。
八
と
せ
へ
て
ふ
た
ヽ
び
た
い
め

た
ま
は
る
こ
と、
う
れ
し
と
も
う
れ
し。
か
へ
ら
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば`

や
が
て
か
し
こ
ま
り
き
こ
え
が
て
ら
ま
ゐ
り
て、
迫
の
ま
な
び
の
こ
と

何
く
れ
と
と
ひ
申
て
か
へ
り
ぬ。

（
三
月
七
日）

「
八
と
せ
へ
て
云
」々
の
記
述
は
何
ら
か
の
誤
り
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な

い
が、
と
も
あ
れ
寛
政
五
年
の
初
対
面
以
来、
久
々
に
宜
畏
と
の
再
会
を
果

た
し
得
た
高
尚
の
喜
び
は、
こ
れ
ら
の
文
面
か
ら
も
十
分
に
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う。
か
く
て
三
月
十
六
日
ま
で
の
閥、
伊
勢
詣
に
出
か
け
た

十一
・
十
二
両
日
を
除
け
ば、
石
尚
は
迎
日
鈴
の
屋
を
訪
れ
て、
熱
心
に
立

長
の
教
説
に
耳
を
傾
け
た。
と
く
に
十
四
日
の
祝
詞
式
の
講
義
は、
遠
来
の

高
尚
の
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て、
九
日
の
源
氏
物
語
や、
十
三
日

の
万
薬
集
の
想
筵
に
加
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
と
と
も
に、
い
た
く
高
尚
を
感

激
さ
せ
た。
r
神
の
御
ほ
の
日
記」
に
お
い
て、

翁
の
君
は
つ
ね
に
こ
と
し
げ
く
お
は
す
る
な
か
に、
此
頃
は
ま
し
て
す

こ
し
の
い
と
ま
も
な
き
よ
し
な
れ
ど、
高
尚
が
せ
ら
に
こ
ふ
ま
ヽ
に、

よ
る

ノ＼
は
こ
と

ノ＼
な
く
も
の
を
し
へ
な
ど
し
給
ふ
は、
お
ろ
か
な

ら
ぬ
事
な
り
け
り。

（
三
月
十
四
日）

の
C
と
く、

師
の
格
別
の
恩
情
を
特
記
し
た
所
以
で
あ
る。

も
と
も
と
今
回
の
松
坂
湘
在
は
十
四
日
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
が、

高
尚

は
出
立
を
数
日
延
ば
し
て、
三
井
高
蔭
の
別
菜
で
十
六
日
に
開
か
れ
た
宜
畏

の
七
十
賀
会
に
出
席
し
た。
r
神
の
御
蔭
の
日
記」
三
月
十
六
日
の
条
に
は、

•
こ
の
賀
会
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り、
高
尚
の
捧
げ
た
賀
歌
二
首
も

載
せ
て
あ
る。
し
か
る
に、
本
居
宜
長
記
念
館
蔵
「
鈴
屋
翁
七
十
頁
会
集」

を
見
る
と、
高
尚
は
こ
の
日、
賀
歌
三
首
と
探
題
歌一
首
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る。
「
神
の
御
蔭
の
日
記」
所
載
の
二
首
と
の
間
に
認
め
ら
れ

る
異
同
を
加
え
て、
そ
の
四
首
を
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る。

師
の
君
の
七
＋
の
賀
に
よ
み
て
奉
る

か
き
り
な
く
い
は
ふ
心
も
LB
5
5
応
i
ぃ
へ
は
な
へ
て
の
ら
と
せ
よ
ろ

つ
代

君
こ
そ
は
神
の
こ
ヽ
ろ
を
こ
ヽ
ろ
に
て
八
百
万
代
の
よ
は
ひ
を
も
経
め

よ
そ
へ
て

さ
ヽ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
る
も
か
き
り
あ
れ
は
何
に
た
と
へ
て
君
を
い

風
は
や
き
野
山
な
ら
ね
は
と
く
さ
き
て
ら
る
こ
と
お
そ
き
庭
さ
く
ら
か

庭
も、

庭
花
盛
久
（
探
図）

（
筑
摩
祖
房
版
「
本
居
宜
長
全
集」
別
巻
二、
四
ニ
ニ
・
四
二
五
ペ

ー

ジ
）

一
方‘
r
神
の
御
蔭
の
日
記」
に
よ
れ
ば、
松
坂
出
立
を
明
日
に
控
え
た

高
尚
が、
人
々
よ
り一
足
さ
き
に
賀
宴
を
辞
す
る
に
あ
た
っ
て、
宜
長
は

さ
き
出
ん
言
菜
の
花
を
を
り

／＼
の
た
よ
り
に
み
せ
よ
道
と
ほ
く
と
も

と、
こ
の
遠
来
の
門
弟
と
の
別
れ
を
惜
し
む
歌
を
姻
り、
ま
た
そ
の
長
子
春

い
ろ
呑
し
る
君
が
ゆ
く
日
を
み
よ
し
野
の
花
も
ま
ら
て
や
盛
見
す
ら
ん

と
歌
っ
て、
あ
す
か
ら
吉
野
探
勝
の
旅
に
出
る
高
尚
の
前
途
を
こ
と
ほ
い
で

な は
ヽ
む
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；
く
れ
た
と
い
う。
「
さ
き
出
ん」
の
歌
は、

宣
長
の
「
詠
稿」
＋
八
に
も、

「
薩
井
高
尚
は
文
を
よ
く
か
く
人
也。
や
よ
ひ
の
も
ら
は
か
り
桜
の
花
さ
か

り
に
伺
中
国
に
か
へ
る
に
よ
み
て
お
く
る」
と
い
う
詞
苔
を
付
し
て
収
録
し

”
 

て
あ
る

こ
う
し
て
宜
長
と
の
再
会
を
果
た
し
た
高
尚
が、

吉
野
・
京
を
経
て
備
中

宮
内
に
帰
箔
し
た
の
は、
五
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が、
次
に
引
く
究

．

政
十一
年
九
月
二
十
七
日
付
の
宜
畏
困
簡
は、
そ
の
後
の
高
尚
の
動
静
を
伝

え
る
資
料
と
し
て
貸
頂
で
あ
ろ。

去
月
廿
七
日
之
御
状
相
逹、

致
拝
見
候。
（
中
略）
阪
以
春
中
ハ
御
出、

久
々
二
而
得
貨
面、
大
慶
不
斜
奉
存
候。
乍
去
此
度
者
御
逗
留
も
無
御

座、
残
恨
之
至
奉
存
侯。
其
後
京
都
二
久
敷
御
逗
留
被
成
候
由、

御
任

叙
も
無
滞
相
済
申
侯
段、
千
々
万
々
目
出
度
奉
賀
候。
拐
五
月
下
旬
御

帰
国
後
御
不
快
二
而、
久
し
く
御
引
節
被
成
候
由、

御
難
儀
可
被
成
候。

乍
去
七
月
末
ん
御
全
快
之
由、
先
以
珍
重
奉
存
候。
此
方
二
而
も、
其

後
御
使
り
無
御
座
候
二
付、
い
か
ゞ
と
毎
度
御
喝
ハ
申
な
か
ら、
多
用

二
取
紛、
御
尋
も
不
申
進
候
処、

此
度
御
状
被
下、

安
心
い
た
し
申
候。

一、

古
事
記
囮
詠
之
儀
被
仰
下、

致
承
知
候。
集
り
次
第
御
越
被
下
候

様
奉
頼
候。
且
又
消
息
文
儀
も
御
消
掛
出
来
申
候
ハ
ヽ
、
致
拝
見
度

候。

（
『
本
居
宜
長
翁
困
簡
集
』
三
一
七
／
三
一
八
ペ
ー
ジ）

こ
れ
に
よ
れ
ば、

帰
国
後
の
高
尚
は
長
仰
の
技
れ
か
ら
か、
七
月
末
頃
ま

で
不
快
の
た
め
引
き
籠
っ
て
い
た
事
実
が
判
明
す
る
が、
そ
れ
に
し
て
も
難

ふ
と
し

別
後
の
高
尚
の
身
を
気
づ
か
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
た
り
に
は、

遠
隔

の
地
に
俯
っ
て
行
っ
た
一
門
弟
に
対
す
る
宜
長
の
哀
情
が
よ
く
現
わ
れ
て
い

る
と
思
う。

次
に、
「
古
事
記
因
詠
之
儀
云
々
」
と
あ
ろ
の
は、
寃
政
十
年
六
月、
宜

長
は
r
古
軍
記
伝
」
全
四
十
四
巻
の
稿
が
完
成
し
た
の
を
記
念
し
て、
「
古

事
記」
所
見
の
神
々
や
人
々
に
関
し、
諸
国
の
人
士
か
ら一
人
一
四
の
詠
歌

を
諄
っ
た
が、
そ
れ
に
応
じ
て
高
尚
が
自
分
を
含
め
何
人
か
の
詠
進
希
望
者

の
い
る
旨
を
知
ら
せ
た
の
を
受
け
て
困
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ。
宜
長
自
筆
の

「
古
事
記
神
名
人
名
頒
四
党」
の
中
に、

一、

藤
井

ヒ

中
八
田
ノ
ワ
カ
イ
ラ
ッ
メ

リ
中

石
門
別

甲
代
主

（
筑
厚
書
房
版
『
本
居
宜
長
全
集
』
別
巻
二、
四
一
五
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
メ
モ
が
あ
り、
ま
た
後
年
成
っ
た
r
古
事
記
頒
題
歌
集」
に、
高
尚

の
詠
進
歌
と
し
て、

償
中
吉
償
れ
訂
社
句

躇ヰK
長
門
守

高
尚
〇

三
保
の
さ
き
こ
き
か
へ
る
舟
の
た
ゆ
た
は
す
か
く
り
し
神
の
し
わ
さ
た

事
代
主
神

大
困
主

五
枚

（
同
右、
四
一
0
ペ
ー
ジ）

の
一
首
を
戟
せ
た
の
に
続
い
て、
同
じ
く
吉
悧
律
宮
社
司
の
藤
井
延
近
•
河

本
宜
易
•
藤
井
高
俊
・
堀
家
広
政
の
四
人
が、
そ
れ
ぞ
れ
大
物
主
神
・
八
田

若
郎
女
・
大
兄
伊
那
木
和
気
命・
天
石
門
別
神
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
各一
首

を
掲
げ
て
あ
る
の
は、
そ
の
間
の
事

情を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
営
え
よ
う。
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な
お、

右
の
宜
長
笞
簡
に
見
え
る
「
沌
息
文
儀
云
々
」
は、
当
時
瓦
尚
が

執
知
し
て
い
た
「
沌
息
文
例」
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
次
に
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る。

五

高
尚
が
そ
の
出
世
作
と
な
っ
た
r
消
息
文
例」
二
巻
の
稿
を
固
き
終
え
た

の
は、
同
書
の
凡
例
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
究
政
十
一
年
十
月
十
余
日
の
こ

と
で
あ
っ
た。
し
た
が
っ
て、
前
掲
の
高
尚
宛
書
簡
で
宜
長
が、
「
消
息
文

儀
も
御
消
e
出
来
申
候
ハ
ヽ
、
致
拝
兄
度
候」
と
言
っ
て
き
た
頃
は、
ま
だ

・
脱
稿
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が、
最
近
細
査
す

る
こ
と
を
得
た
新
出
の
石
尚
宛
宜
長
魯
間
に、
次
の
よ
う
な
記
甲
が
見
受
け

ら
れ
る
の
は、
そ
の
後
ま
も
な
く
高
尚
が
同
臼
の
稿
本
を
仕
上
げ
て
宜
長
の

も
と
に
送
り
届
け
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い。

別
啓

旧
冬
御
状
相
逹
致
拝
見
餃。
木
綿
布
壱
端
御
恵
贈、
御
慇

情之

至
辱
致
受
納
候。
重
宝
之
品、
別
而
致
大
悦
候。

一、

此
万
お
も
十
二
月
十
日
こ
ろ
紙
包
さ
し
出
し、

消
息
文
例
も
致
加

筆
追
申
候。
定
而
相
遠
可
申
と
奉
存
恢゚

一、

同
掛
忌
序
之
儀、

消
沿
ハ
玉
ノ
小
く
し
ノ
系
卜
同
様
二
認
可
申
旨、

御
紙
面
之
通
委
細
致
承
知
候。
（
正
月
二
十
日
付、
寃
政
十
二
年）

•

こ
れ
に
よ
れ
ば、

立
長
は
す
で
に
窟
政
十
一
年
十
二
月
十
日
頃、

「
沌
息

・

文
例」
の
稿
本
に
箪
を
加
え
て
返
送
し
て
い
た
m
実
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に、

同
じ
こ
ろ
高
尚
が
木
綿
布一
反
を
趙
っ
て、
宜
長
に
同
祖
の
序
文
の
執
筆
を

依
頼
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る。
「
音
信
到
来
帳」
寃
政
十
一
年
十
二
月

十
八
日
の
条
に、
「
木
綿

藤
井
長
門
守」
と
あ
り、
ま
た
r
日
々

諸
用
甲
如」
に
も、
そ
の
こ
ろ
石
尚
か
ら
「
消
息
文
例」
の

序文
を
頼
ん
で

き
た
旨
の
メ
モ
が
見
受
け
ら
れ
た
が、
こ
れ
ら
諸
記
録
中
の
断
片
的
な
記
甲

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は、

右
に
掲
げ
た
寛
政
十
二
年
（
一
八
0
0)
正
月
二

十
日
付
の
高
尚
宛
立
伍
也
簡
の
出
現
に
よ
っ
て、

初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
あ
る。

そ
れ
に
し
て
も、

「
消
息
文
例」
の
序
文
を
宜
長
は
い
つ
執
箪
し
た
の
で

あ
ろ
う
か。
そ
の
時
期
を
正
確
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い

が、

宜
長
の
「
音
信
到
来
恨」
空
政
十
二
年
八
月
六
日
の
条
に
記
さ
れ
た

一、

白
も
め
ん

一
反

藤
井
長
門
守

と
い
う
メ
モ
は、
宜
長
自
箪
の
序
文
を
受
け
収
っ
た
高
尚
が、
そ
の
謝
礼
と

し
て
白
木
綿一
反
を
胞
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で、

私
は
「
消
息
文
例」
の
序
文
の
執
缶
時
期
を、
宜
長
七
十一
歳
の
冤
政
十
二

年
七
月
頃
と
想
定
し
て
い
る。
こ
れ
は
高
尚
門
下
の
烏
越
常
成
の
箪
に
な
る

同
否
の
祓
文
が、
同
じ
年
の
九
月
二
日
に
也
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
と
も

よ
く
見
合
う
も
の
で
あ
る。

か
く
て
高
尚
の
r
消
忌
文
例」
は、
そ
の
序
・
祓
も
そ
ろ
い、
い
つ
で
も

上
梓
で
き
る
状
揺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が、
し
か
し
そ
の
刊
行
は
な
か
な
か

実
現
す
る
に
至
ら
ず、
翌
享
和
元
年
九
月
二
十
九
日
に
は、
で
き
上
っ
た
版

本
を
献
呈
す
べ
き
宜
長
も
他
界
し
て
し
ま
っ
た。
「
松
乃
巫
蔵
板

享
和
二

年
壬
戌
秋」
の
刊
記
を
有
す
る
r
消
息
文
例」
の
初
刷
本
は、
言
わ
れ
る
よ

う
に
宜
長
の
一
周
忌
に
供
え
る
ぺ
く、

少
部
数
つ
く
ら
れ
た
私
家
版
で
あ
っ

一
反
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ろ が
て
ら
か
く
な
む 。

本

本
居
ノ
大
人
の
う
せ
至
へ
る
を
か
な
し
み
て
よ
め
る
歌
と
も

あ
は
れ
我
ま
な
ひ
の
お
や
の
別
に
は
み
と
り
子
の
こ
と
あ
し
す
り
そ
す

居

（
吉
術
料
神
社
蔵 、
享
和
二
年
版
『
消
息
文
例
』
）

(
7)

 
井
上
通
泰
氏
『
南
天
荘
雑
箪
』
所
収 。
な
お 、
こ
の
宙
簡
は
宛
先

(

6
)
 

筑
麻
也
房
版
『
本
居
宜
長
全
集
』
（
既
刊
分）
に
未
収
録 。
岩
田

隆
氏
「

藉井
高
尚
の
鈴
屋
訪
問」
(
r
名
古
屋
工
菜
大
学
紀
要
」
第
二

十
六
券 、
昭
和
五
十
年
三
月）
に
初
め
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
た 。

月）
。

宜

長

合
ー
」

重

た
に
追
い
な
し

tlt
間
に
流
布
し
た
の
は 、
そ
れ
か
ら
三
年
後 、
蛭
子
昼
市

右
衛
門
・

河
内
屋
儀
助
ら
京
坂
の
相
林
主
に
よ
っ

て
増
刷
さ
れ
た
文
化
二
年

版
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

最
後
に 、
「
消
息
文
例」
の
巻
頭
を
飾
っ
た
宜
長
の
序
文
の
一
節
と 、
師

の
訃
報
に
接
し
て
詠
ん
だ
高
尚
の
追
悼
歌
三
首
を
掲
げ
て 、
ひ
と
ま
ず
本
稿

を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い 。

．

此
ふ
ぢ
ゐ
の
高
尚
と
い
ふ
人
は 、
き
び
の
国
人
に
て 、
吉
歯
律
宮
の
宮

人
な
ろ
を 、
明
く
れ
神
に
つ
か
う
ま
つ
る
い
と
ま
の
ひ
ま
に
は 、
い
に

し
へ
の
み
や
び
を
わ
ざ
と
こ
の
み
て 、
は
や
く
よ
り 、
お
の
が
を
し
へ

こ
に
て 、
い
と
ま
め
や
か
に
つ
と
め
ま
な
び
て 、
そ
の
す
ぢ
の
ふ
み
ど

も 、
広
く
よ
み
あ
き
ら
め
て 、
筍
も
よ
く
よ
み 、
ふ
み
も
こ
と
に
よ
く

か
き
て 、
か
の
か
い
な
で
の
世
の
人
に
は 、
こ
よ
な
く
な
む
有
け
る
を 、

ら
か
き
年
と
ろ 、
こ
の
せ
を
そ
こ
文
例
と
い
ふ
国
を
な
む
苔
あ
ら
は
し

て 、
此
文
か
く
ぺ
さ
し
ろ
ぺ
と
な
む
せ
ら
れ
た
る
は 、
い
と
も

／ヽ
め

で
た
く 、
お
の
れ
も
は
や
く
よ
り

心
ざ
し
思
ふ
す
ぢ
に
て 、
い
と

ノ＼

う
れ
し
く ｀
こ
ヽ
ろ
ゆ
き
て
な
む
お
ば
ゆ
る
ま
ヽ
に 、
ま
づ
よ
ろ
こ
び

井
上
通
泰
氏
前
掲
拾
文
(
1)
、

吉
仰
律
神
社
屈
「
藤
井
高
尚
伝」

（
昭
和
十
五
年
刊）
等 。

(

3
)

奥
山
宇
七
氏
「
本
居
宜
長
翁
屯
簡
集」
（
昭
和
十
年 、

啓
文
社
刊）

←5

一
五
一
ペ
ー
ジ 、
大
久
保
正
氏
「
本
居
宜
長
全
集」
第
十
八
巻
（
昭
和

7

四
十
八
年 、
筑
昭
書
房
刊）
「
解
阻」
等 。

(
4)

堀
江
日
氏
箪
録
「
斎
垣
内
翁
歌
話」
⇔
(

r

山
賜
新
報」
大
正
四

年
六
月
十
六
日
所
戟）

・

(

5
)

府
途

厳
氏
「
教
育
に
お
け
る
出
会
い
の
問
図
！

宜
長
と
石
尚
の
場

（
山
梨
大
学
r
国
文
学
論
染」
第
十一
巣 、

昭
和
四
十
八
年
三

(
2)

 

(
1)

 
井
上
通
泰
氏
「
蘇
井
高
尚
伝」

五
年 、

春
闇
堂
刊）

。

注

し
ろ
へ
せ
し
人
は
か
れ
の
ヽ
草
の
は
ら
た
れ
に
と
は
ま
し
行
末
の
そ
ら

（
同
神
社
蔵 、
r
藤
井
石
尚
家
集
」
雑
下
・

哀

餞部、）

の
み
ら

(
r
南
天
荘
雑
箪」
所
収 、
昭
和

さ
き
に
た
つ
松
の
ひ
か
り
の
き
え
し
よ
り
た
と
る
こ
ヽ
ろ
の
く
ら
き
夜



＾
付
記
＞

•

9

・
日
付
を
と
も
に
欠
く。
若
林
得
三
郎
氏
旧
蔵．

(
8)

筑
摩
也
房
版
『
本
居
宜
畏
全
集
』
第
十
九
巻
•
第
二
十
務
所
収。

(
9)

天
理
図
書
館
蔵
高
尚
苔
簡。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
新
た
に
句
読
点

を
加
え
た。

筑
摩
書
房
版
「
本
居
宜
長
全
集」
第
十
六
巻
所
収
の
「
学
業
日
録」

寛
政
八
年
条
参
照。

(
11)

以
下
『
神
の
御
蔭
の
日
記」
の
引
用
は、

天
保
十
二
年
版
本
（
岡

山
大
学
附
属
図
昏
館
蔵）
に
よ
り、
新
た
に
句
説
点
を
加
え
た。

(
12)

筑
摩
魯
房
版、「
本
居
宜
長
全
集」
第
十
五
巻、
四
九
三
ペ
ー
ジ
。

(
13)

森
政．

隆
氏
蔵
宜
長
む
簡。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
新
た
に
句
読
点

を
加
え
た。
な
お、
こ
の
祖
簡
の
閲
覧
に
際
し
て
は、
岡
山
大
学
文
学

部
児
玉
昭
人
教
授
の
御
高
配
を
得
た。

(
U)

降
途

巌
氏
「
国
学
者
の
文
章
観
ー
宜
長
と
高
尚
を
中
心
に
ー」

（
山
梨
大
学
『
国
文
学
論
集
』
第
十
三
集、
昭
和
五
十
年
三
月）
。

(
15)

エ
蘇
進
思
郎
編
『
藤
井
石
尚
全
歌
集
』
（
昭
和
五
十
八
年
刊）
九

三
ペ
ー
ジ
参
照。
な
お
「
し
る
へ
せ
し」
の
歌
は、
『
類
囚
吉
伽
国
歌

集
』
（
嘉
永
三
年
序・
刊）
雑
部
に
採
録
さ
れ
た
が、
結
句
は
「
ゆ
く

す
ゑ
の
追」
と
な
っ
て
い
る。

本
栖
を
な
す
に
あ
た
り、

負
重
な
資
料
を
捉
供
し
て
下
さ
っ
た

所
蔵
者
各
位
の
御
原
惰
に
対
し
て、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る。
な
お
本

栢
は、
昭
和
五
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
黄
補
助
金
（一
般
研
究
B)

(
10)
 

号

第
六
号

第
二
十
七
号

創
刊
号

（
昭
和
三
十
四
年
三
月
卒
菜、

岡
山
大
学
文
学
部
教
授）

研
究
室
受
趙
図
書
雑
誌
目
録
⇔

三
田
国
文
（
三
田
回
文
の
会）

第
五
号、
第
六
号、
第
七
号

第
七
号

物
語
研
究
（
羅
巣
同
人
・
物
語
研
究）

野
州
閲
文
学
（
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学）

山
口
閲
文
（
山
口
大
学）

山
辺
面
（
天
理
大
学）

第
三
十、
三
十一
号
合
併

緑
岡
詞
林
（
青
山
学
院
日
文
院
生
の
会）

論
究
（
二
松
学
舎
大
学
・
佐
古
研
究
室）

論
究
日
本
文
学
（
立
命
館
大
学）

第
四
十
六
号

和
洋
国
文
研
究
（
和
洋
女
子
大
学）

第
十
八
号

第
四
号

に
よ
る
研
究
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
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